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地域に根ざした
工業高校を目指して

山形県立米沢工業高等学校長　上村勘二

本校は明治３０年４月，米沢市の絹織物産業

の技術者養成が必要である，と考えた市内の

機業家をはじめとする市民の熱意により，市

立工業学校として創立された。翌３１年に県移

管により山形県工業学校となり以来１０５年間，

全日制・定時制併せて２万２千余名の卒業生

は，地元は勿論全国各地で活躍している。

伝統校として，意欲的に教育改革に基づい

た新しい取り組みを行っている。平成８年度

に系・コースの導入，平成１２年度に，勤労

観・職業観を育成するための１学年一斉のイ

ンターンシップを開始，平成１２年度からの知

的所有権取得の取り組み，平成１４年度に評価

規準・評価方法の工夫改善に係る文部科学省

の指定研究，そして平成１５年４月に地域と連

携した専攻科の設置が決定した。

本校では生徒の個性を最大限に伸ばし，多

様な興味・関心，能力・適性，進路選択に基

づいた主体的な学習ができるように，８学科

を類似の２学科ごとにまとめて四つのグルー

プ（系）とし，専門の系統的な学習が図れる

ように，各系にそれぞれ三つのコースを設定

している。コース選択のためのガイダンス科

目として「工業概論」（１単位）を開設し，

１年次の前期に集中履修としている。

２．系・コース制と学科改編について

１．はじめに

少子化の影響で，山形県でも高校再編計画

が進められ，本校も平成１５年度から１学級

（１学科）減を余儀なくされた。

そこで，校内に「新構想検討委員会」を設

置して検討した結果，地域に根ざした工業高

校という基本理念から，４系１２コースの学習

分野は不可欠であるとの結論に達し，次のよ

うに学科を再編した。

a工業化学科と土木科を募集停止とし，新た

に環境工学科を設置した。

bマテリアル系と建設系の２系を３学科（工

業デザイン科，環境工学科，建築科）６コ

ースとし，各系６０名定員とした。

c生産システム系Ｒを機械系，生産システム

系Ｅを電気系と名称を変更し，２系４学科

６コース，各系８０名定員とした。

コースのガイダンスは，１年次に１単位時

間で実施する「総合的な学習の時間」の中で

指導する予定である。



特に，安全には細心の注意をはらい，各系

ごとに事前指導の中で安全教育を行うととも

に，万一に備えて，生徒全員が保険に加入し，

緊急連絡方法の徹底を図っている。

評　　価

（１） 生徒の自己評価として，「自分の将来

をじっくりと考えることができた。専門分

野の知識・技術をしっかり身に付け，多く

の資格を取得し，社会に出たい」「学校と

社会の違いが理解できた。挨拶など当たり

前のことをしっかり実践する」などの，貴

重な成果が得られた。

（２） 企業の評価として，「飽きることなく

集中して真面目な取り組みに好感が持て

た」「企業にとっても刺激になる事業であ

る」とあり，今年度，３年生の５名が１年

次のインターンシップ企業に内定している

ことも，評価できる。

課　　題

地区内の１３高校では，進学校を除き１０校で

インターンシップを実施しており，さらに，

各中学校での職場体験を加えると，総実施日

数は多い。 協力企業の確保が困難になって

おり， 企業へ過度の負担をかけないインタ

ーンシップの在り方が課題である。

～新教育課程に係る評価規準，評価方法の

工夫改善に関する研究の取り組みについて～

今年度４月，「地理Ａ」「体育」「工業技術

基礎」の３科目に関し，研究主題「評価規準，

評価方法の工夫改善に関する研究」の単年度

研究指定を受けた。趣旨は「高等学校におけ

る評価の充実を図るため，国立教育政策研究

所における評価規準・評価方法等の研究開発

と連携を図りながら，研究所の示す評価規準

（案）について調査研究するとともに，評価

の計画的な実施や評価方法等の工夫改善につ

４．文部科学省指定研究について

２１

実践経過

近年の，早期離職率の増加傾向を考慮し，

生徒一人ひとりに望ましい職業観・勤労観を

育て，社会性を身に付けることをねらいとし

た１年生対象のインターンシップを，平成１２

年度から実施している。

実施に当たり，次の３点を考慮した。

a地域の工業を知るため，生徒が居住する市

内企業で始業時から終業時まで体験する。

b現在学習している専門分野を体験すること

は，職業への関心を高め，望ましい職業観

を育成することから，体験企業は専門分野

に合わせる。

c厳しい経済環境にあり，企業の負担を少な

くするよう配慮する。

体験する企業への依頼は，商工会議所や各

業界団体を通じて行っている。

３.インターンシップについて

事前・事後指導，説明会

効果を上げるためにインターンシップ委員

会が中心となって関係者と連携を取り，生徒

への事前・事後指導，保護者への説明会，企

業への事前説明・事後反省会を実施している。
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実践内容

実践内容を，工業に関するもので説明する。

a示された「工業技術基礎」の評価規準を基

に，各系で実施している工業技術基礎の１

テーマを取り上げて検証する。

b各テーマを分析し，「関心・意欲・態度」

「思考・判断」「技能・表現」「知識・理解」

の４観点別の本校独自の細部評価規準を作

成する。

c計画的に評価するための「評価計画書」を

作成し，実施する。

客観的な評価規準作成の難しさや，これま

で「知識・理解」偏重の評価であったことを

痛感している。改めて個々の生徒の良さを評

価することの難しさや，「満足しうるに足る」

場合とはどのような状態を言うのか，授業改

善にどのように反映するか，課題が多い。

技術革新と生産工場の海外移転に伴い，工

業高校生の就職は厳しくなってきた。工業高

校卒業者に高い専門性を付けて欲しい，とい

う地域工業界の要望に応え，本校に専攻科

「生産情報科」を，平成１５年４月に設置する

ことになった。詳しくは，前ページ「専攻科

設置概念図」をご覧いただきたい。

教育改革は具現化の時期となり，各学校は

自主性・自律性の確立が求められている。保

護者や地域住民からの信頼を得て，地域に必

要な人材を育成するためには，学校を開かれ

たものとし，地域からの協力を得ることが大

事であり，そのことによって教育目標が達成

できると思っている。

地域に根ざした工業高校として，生徒一人

ひとりの夢を大切に育て，実現できる学校と

なるよう努めていきたい。

６．おわりに

５．専攻科の開設について

２３

いて研究する」ものである。

具体的な研究課題

（１） 客観性，信頼性のある目標に準拠した

評価の実現に向けての調査研究資料の有用

性・妥当性の検証

a調査研究資料の内容構成，内容のまとま

りの設定が適切か。まとまりの観点別

評価等が，わかりやすいものとなって

いるか。

b内容の表現等が，わかりやすいものとな

っているか。

c生徒の学習状況についての客観的な評価

（「おおむね満足できる」状況の判断）

に，役立つものとなっているか。

d指導に生かす評価を，充実させることに

役立つか。

e実際の評価に当たる教師の負担の観点か

ら見て，適切なものとなっているか。

f多くの学校において，活用されるものと

なっているか。

g改善すべき箇所は何か。具体的な改善案

とその理由は何か。

（２） 評価規準を設定し，適切な評価を実施

するための評価の計画的な実施や評価方法

等の工夫改善

a指導計画と結び付いた計画的な評価をい

かに実施し，指導の改善に生かしてい

くか。

b評価規準に基づき，生徒の学習状況を的

確に評価するためには，どのような評

価方法がよいか。

c目標に準拠した評価を，客観的で信頼で

きるものとするために，校内体制の整

備や各教科担当教員間の共通理解等を，

どのように図っていくか。

d評価の工夫改善に関して，どのような成

果が見られたか。また，今後の評価を

進める上での問題点や課題は何か。


